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【記入例】 

（例１） 

育児休業や短時間勤務等の制度の周知を図るとともに、社員が子どもや家庭の状況に応じて

育児休業や短時間勤務制度のほか、子の看護などで急に仕事を休む必要が生じた場合に備えて

フォロー体制を整備するなど、社を挙げて制度を利用しやすい職場風土の醸成に努めます。 

（例２） 

男性の育児参加を促すため、育児中の男性社員に育児休業の取得や子どもの学校行事への参

加のための休暇取得を働き掛けるほか、配偶者出産時の特別休暇の取得率 100％を目指します。

また、毎週ノー残業デーを設定し、定時退社を促します。 

（例３） 

 管理職が育児中の社員と定期的な面談を実施し、状況に応じた始業・終業時刻や勤務時間の

設定を可能にします。育児休業期間中も、定期的な職場内の情報提供や復帰後の勤務形態につ

いて復帰前に面談を実施し、職場復帰に対する不安の解消に努めます。 

   

【記入例】 

 （例１） 

 介護休業や短時間勤務等の制度の周知を図り、社員が家族の状況に応じて介護休業や短時間

勤務制度などの制度が利用しやすい職場風土の醸成に社を挙げて取り組みます。 

 （例２） 

 社員が家族を介護するための時間を確保するため、業務の効率化を図り長時間労働を抑制し

ます。また、家族の状況に応じて介護休暇を利用しやすくするため、介護休暇を時間単位で取

得できるようにします。 

（例３） 

 家族の介護に関する相談窓口を設置し、気軽に家族の介護に関する相談ができる環境を整え

ます。また、介護が必要な家族がいる社員には管理職との定期的な面談を実施し、状況に応じ

た始業・終業時刻や勤務時間の設定を可能にします。 

定時退社を奨励します。 

 （例５） 

  介護のために利用できる在宅勤務制度を導入します。 
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